
本日は後藤直前ガ

バナーの卓話で、「ノ

ミニー・エレクト・ガバ

ナーの３年間を顧み

て」です。大和中クラ

ブは、昨年はガバナーズクラブという初めての経

験をしました。今まで、自分たちのクラブのことだ

け考えて、楽しいクラブを目指していれば良かった

のが、突然、６８クラブを抱える第２７８０地区全体の

活動について、たとえば地区大会の開催や親睦

ゴルフ、事務方の要である地区幹事を出すなど、

大きな責任を負うことになりました。

慣れないことで大変でしたが、終わってみれば相

当の達成感もあり、大和中クラブ会員全員が得が

たい経験をしたのでは思っております。

私が会長を受けるに当たり、後藤ガバナーから

お聞きしたかったことの一つは、地区内でもっとも

活気があるクラブはどこのクラブか？それはどうい

う理由からか？ということでした。また、衰退して行

くクラブとはどのようなクラブか、同じくどんな理

由からかとお聞きしたことがあります。

本日の卓話でこの件に触れて頂けるかどうかわ

かりませんが、67ものクラブを公式に訪問したガバ

ナーでなければ、知りえない貴重な情報をお持ち

だと思います。そういう意味でも、本日の卓話には

楽しみしていました。よろしくお願いします。

①地区社会奉仕委員会よ

り、麻薬撲滅キャンペー

ンの啓発資材が届きま

した。クラブ社会奉仕委

員会にお渡しします。

②本日の例会終了後、臨

時の理事役員会を開催 します。理事役員の

方はお残りください。

③8/7（日）家族会の件ですが、現在会員17名家

族10名計27名です。定員まで3名不足していま

す。未だ参加していない方、宜しくご協力の程

お持ちしています。

④クラブ活動計画書及び会員名簿の再々修正が

ありましたのでお見通しの程宜しくお願いしま
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修正

36名 33名 94.29％ 94.12% 6名 辻、梅野
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【 本日のプログラム 】 8月11日 クラブフォーラム 「会員増強月間にあたり」
【 次回予告 】 8月18日 取り止め例会

【 次々回予告 】 ８月25日 卓話 「地区大会委員長としての2年間を顧みて」 高橋政勝前地区大会委員長

【 第1583例会 】 8月 4日（木） 【 司会SAA 】 原嶋賢一郎君 【 斉唱 】 「君が代」 「我らの生業」

【 ソングリーダー 】 北島 照介君 【ビジター】 長谷川 衛 様（大和RC）



す。阿萬 正巳さん年齢50に修正お願いします。

⑤会費納入の件ですが、後2名の方未納入です。

宜しくお願いします。

雑誌委員会 中島 康次郎 委員長

8月号では横組の巻頭「アマゾンの森は今！」に

興味深く読ませて頂きました。

ブラジルで絶大な信用がある日本人、森林で

の斧と鍬だけの開拓は自然破壊にほかならない

事。地球の肺、空気の三分の一を作る貴重な森を

乱伐し、既に16%は自力再生不能にしました。世

界で流通する木材の50%が、日本で利用され消

費されています。

アマゾンを救う方法。まずはこれ以上自然林を

「切らない 、買わない、使わない運動」です。

そして植林活動です。しかも一人五本植えないと

地球が存続しないのです。まず最初の木は、皆さ

んが吸う空気の為、二本目は家、家具の為。三本

目は日常雑貨、子供の学用品。四本目は子供、孫

のため。最後の一本は、木を植えるより食べる方

が大変な、貧しい人たちの為に。組み合わせると

「森林」になります。

次に無理、無駄、ムラをなくすこと。

後の、日本の先祖は草で生活してきた。おいつ

められたとき 先祖からの精神力が湧き上がるも

新世代へにつながっていると思いました。

是非、ご一読頂ければとおもいます。

お祝いの方々 北島 照介 副委員長

会員誕生日 高橋 政勝 君 8月4日

配偶者誕生日 山崎 桂子 夫人 8月9日

「ノミニー・エレクト・ガバナーの三年間を顧みて」

後藤 定毅 パストガバナー

2010～11年度ガバナーの責務を終えちょうど1

ケ月が経ちました。山崎プログラム委員長から卓

話として、本日このような機会を与えていただいた

わけですが、本当にありがとうございます。

まず最初にクラブの皆様に、私がガバナー・ノミ

ニーの指名を受けましたために、この三年間、特

に前年度は地区大会をはじめいろんな場面でクラ

ブのみなさんに大変なお力添えをいただきました

ことに、厚く感謝と御礼を申しあげたいと思います。

そしてまた特にお名前を挙げると切りがありませ

んが、藤塚さんには地区幹事という事務方の責

任者として、一年間の長きにわたり犠牲的、献身

的なご支援をしていただきましたこと、言葉に尽く

せない思いであります。代表して心から御礼を申し

あげます。ありがとうございました。

①ガバナー・ノミニー受諾の顛末

それはさておきまして、平成20年1月に、思いもし

ないノミニーの指名を小佐野ガバナーから受けま

した。その前には曲折がありまして、クラブ理事会

からの推薦を辞退いたしまして、消えて収まったは

ずの話が、またいろんなところから再燃して、結局

はガバナーを受諾したことになったのですが、地区

に大きな実績もない私ですので、指名を受けるに

は大変な勇気が要りました。正直クラブを辞めさ

せてもらうかまで考えたのですが、つまるところそ

の背中を押されたのは、指名を受けて逃げ出すの

は男じゃない、あるいは指名は運命と思わなけれ

ば、という私の自尊心や義侠心に火をつけるよう

な仲間の強い言葉でした。ここに至る前に、皆様

がご存知の仲田ガバナー年度に、西田ガバナー問

題が発生し、私たちのグループがガバナーズ・グルー

プになることになったわけでありまして、どなたも

受けられない、このときに、うちのクラブに先輩の

分区代理（今のガバナー補佐）が誰もいないとい

うことで、ガバナー補佐を依頼されることになるの

ですが、この時も辞退をして逃げまわりました。と

ころがガバナー補佐就任要請の伏線は、クラブの

神作会長年度の時にあったようでありまして、その
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ことが後でわかりましたので、最後は再三の要請

に応えなければならない破目になりました。ところ

が西田年度は大変難しい年度で、ガバナー補佐と

しては地区大会の実施や、公式訪問の収拾が極

めて骨が折れる事態で、年度が始まる前のPETS

では始まって以来の大混乱の一幕があったり、期

前のグループの会長幹事会が喧嘩腰の騒ぎになっ

たり大変な年度で、この時も一時は退会も決意す

るほど悩んだことが思い出されます。しかし辛抱強

く、グループのみなさんにクラブが基本である大切

さをお願いした結果、地区の騒ぎをクラブに持ち

込まないで、それぞれのクラブが会長を中心として、

明るい楽しいクラブ運営をしていただくことができ

ました。

②エレクト時代

奥津ガバナー年度の平成21年9月に、ガバナー・

エレクトとして、いよいよ国際ロータリーの研修リー

ダーの研修を受けるわけですが、世界には531名

のガバナー・エレクトがいて、日本には全国で、エレ

クトが34人います。この34人には、年齢の上は80

歳、下は57歳で、私は下から10番目くらいでした

が、元知事、市長出身者、大学教授、弁護士、銀

行の元頭取や、はたまた年商が1,000億円クラス

の大社長がいたかと思えば、私のような中小企

業の親爺など多士済々の人たちの集まりで、その

方たちがリーダーの教えを真剣に聞いて、静かに

勉強する姿は、ロータリーの凄さを実感するもので

した。その方たちと昨年の平成22年1月に、今度

はアメリカ西海岸のサンディエゴで、「国際協議会」

としてガバナーになるための本格的な研修を受け

たわけであります。正味5日間、朝の9時から、夕方

の5時まで、昼休み2時間ですから、一日6時間の

研修の内訳は、講義2時間とその講義を参考にし

て討論4時間、びっしり詰まっていまして、討論です

し、ドンドンと、次から次にさされますから、とても眠っ

ていることはできません。時差ボケがありますし、

朝の9時には遅刻をすればドアーに鍵がかかってし

まいます。それに大きなホテルですが、1,300名ほ

どの関係者が一同に時間に合わせ動きますので、

エレベーターには中々乗れず、階段を使ったりする

ため体力が大変必要な気がしました。毎日5日間、

行き帰りが4日間、ずっと一緒で、そして研修の後

には食事を楽しみながら懇親会が用意されていて、

お酒は自費で頼む都度払うのですが、同じ境遇

で過ごしますと実に性格や考えの違いもわかりま

す。このように社会的に地位ある人たちが会議が

終わるとただの人になって、ヒョットコやオカメのお

面をかぶって東京音頭を踊ったり、議長などはあ

の有名な寅さんのセリフを演じたり、まさにロータリー

の戦友としての意識が高まることになり、世界中

に友人が出来たような感がいたしました。

③ガバナー時代

平成22年7月から、「地域を育み 大陸をつなぐ」

のRIテーマのもと、ガバナーになりましたが、一番

の思い出は、やはり地区大会と公式訪問、そして

毎月のガバナー月信でした。これには高橋政勝大

会委員長、山崎賢二大会幹事のご尽力でクラブ

の総力として素晴らしい地区大会に仕上げて戴い

たこと、また多くのご家族のご協力で地区内ロー

タリアンをお迎えできたことは、明るい微笑ましい

大会の印象を残すことができましたし、壇上で私

があの時涙を流した真相は、李RI会長代理の「二

人の少年」についての田中RI会長ノミニーの生い

立ちの感動的な話のこともありますが、ガバナー

の最大の仕事である地区大会が会員皆様全員

のご支援のお蔭で完遂できる目前になったこと

が急に頭を過ぎり、嬉しくなって流した嬉し涙とい

うことであります。そしてまたガバナー月信では、石

川健次会長には地区副幹事として、大和田園の

開保津さんと協力して近来にない月信と地区大

会報告書を作って戴きましたことも、私のもっとも

誇りとするところであります。

年度当初から私は「ロータリーはクラブが基本」

であることを申しあげ、みなさんにロータリーの根

幹である親睦と奉仕の基盤づくりのために、「クラ

ブを育む」ことの大切さをお願いしてまいりました。

公式訪問では67という多くのクラブを訪れ、ロー

タリーの中核である多様性の価値観を実感できま

したことは、私の人格形成に大きな示唆を与えて

くれることになったものと思います。

ご案内のように国際ロータリーは2010年から新

長期計画を掲げ、またロータリー財団も2013年か

ら未来の夢計画の方向性を示して、大きく、急激

に変わろうとしています。そしてRIは、一週に一度
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の例会を重視するロータリーの文化から、参加を

重視するロータリーの文化へと、従来の基本さえを

も変えようとしています。その昔ポ－ル・ハリスも、

「世界は絶えず変化しています。そして、私たちは

世界とともに変化する心構えがなければなりませ

ん」と言っていますが、私は「奉仕の機会として知

りあいを広めること」というロータリーの綱領の第

一項である、「ロータリーの親睦を通じてロータリア

ンの奉仕の心を磨くこと」にこそ、ロータリークラブ

の重要性があり、ロータリーが変えてはならないも

のではないかと思っています。先人のアランDアル

バード元RI会長は「実力を涵養し、且つ人格を形成

する。これすなわちロータリーの本当の目的である。

ロータリーの本当の意味もまたここに存する」と言っ

たといわれますが、まさに私も「多種多様な人との

親睦交流に基づく自分づくり、人づくり」に、ロー

タリーの真髄があるのではないかと思っています。

まさに「奉仕の理想」とは、「思いやりの心を持つ

人間の理想」を求めるというところにあるのかも

知れません。

そして最後に今顧みて思いますことは、約三年

半前に、クラブを辞めないでガバナーをお受けして

良かったということで、みなさんに感謝をして話を

終わらせていただきます。

本日の内容は下記からダウンロード願います。

files.me.com/nakajima22/hj4zas.mp3
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長谷川 衛 君（大和RC）
本日はお世話になります。

後藤 定毅パストガバナー
3年間お世話になりました。つたない卓話で感謝を

申し上げます。
石川 健次会長・橋本 日吉幹事
後藤PG本日の卓話「ノミニー・エレクト・ガバナーの

3年間を顧みて」楽しみにしております。3年間の苦楽
共々御拝聴させて頂きます。後藤ガバナーの輩出クラ
ブとして恥じない様に今年度も頑張っていきたいと
思います。宜しくお願い申し上げます。
高橋 清 君
後藤定毅直前ガバナーの一年間のご活躍に心から

敬意を称して感謝の気持ちです。このガバナーの経
験を今後のロータリーの活動に大きく寄与して発展
にご尽力下さい。今日の卓話拝聴致します。
梅田 秀雄君
後藤さん、ガバナー職お疲れ様でした。私の今後の

こともあるので今日はしっかり勉強させて頂きます。
プログラム委員会
後藤さん、この3年間は非常に充実した3年間だっ

たことと思います。本日の卓話楽しみです。
横澤 創君
本日は後藤さんの卓話を楽しみにしておりました。

明日のロータリーを熱く語って下さい。
原嶋 賢一郎君

後藤パストガバナー一年間お疲れ様です。
舘盛 道明君
後藤ガバナー3年間ご苦労様でした。神作会員と共

に深く感謝申し上げます。
松崎 正実君
後藤パストガバナーのお話、楽しみに拝聴致します。

古郡 清君
後藤パストガバナーお疲れ様でした。今日の卓話、

楽しみにしています。
中西 功君、上田 利久君
Goto PG ややもすると老朽化しつつあったRI、そし

て地区とクラブへの流れに一つの希望を与えて下さっ
たこと、心から敬服し感謝しております。これからも
宜しくご指導下さい。
高橋 政勝君
今日は私の誕生日です。クラブではお祝いありがと

うございます。
山崎 賢二君
本日は女房の誕生日祝いを有難うございます。夏

休みの為、彼女は孫の面倒と犬の世話に明け暮れて
います。
伊藤 英夫君
今日の後ちゃんのロータリー活躍を盆月（あちらの

方々）鈴久布施長谷川芦田北砂も喜んでいると思
います。一年間大変ご苦労様でした。楽しい卓話を。

スマイルボックス 上田 利久副委員長 本日\17,000 累計\157,000


